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政府衛星データプラットフォーム「Tellus（テルース）」について
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経済産業省の「平成30年度政府衛星データのオープン化及びデータ利用環境整備事業」を受託。
政府の持つ衛星データの受託者となり、データをオープンデータとして社会に還元する。

2005年
［マザーズ上場］

1996年
［創業］

2011年
［石狩データセンター］

2015年
［東証一部上場］
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石狩データセンター
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ASNARO-1、EXCLUSIVE
地上分解能0.5mの高性能光学衛星
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ALOS-2、EXCLUSIVE
日本の誇る先端技術LバンドSAR衛星





衛星データ

COMING SOON

EXCLUSIVEEXCLUSIVE
EXCLUSIVE

SAR 3~10m
ALOS-2 （PALSAR-2）

光学 0.5m
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SAR 1~2m
ASNARO-2



その他の衛星データ

COMING SOON
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地上データ

解析雨量
気象データ

人流
モバイル空間統計 /

Profile Passport

言語
Twitter

地域統計
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ALOS(AVNIR-2)の可視光のデータ
RGBを可視化

ALOS(AVINR-2)の植生指数のデータ
RとNIRを用いて算出した結果を可視化
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Owned Media



UU７,４００
(2018/8時点)

↓
UU ２３,４００

(2019/2時点)

PV数
２.５倍
(2018/8比)



Data Contest



Tellus Satellite Challenge

投稿者数
２３３人

延べ投稿数
３,９７５件

(コンテスト2回合計)



Learning Event



Tellus Satellite Boot Camp

受講者数：１６５人

申込み者数：１,０００人
over

HOKKAIDO
OSAKA
YAMAGUCHI
FUKUOKA
TOKYO

SIGNATE × RESTEC（リモート・センシング技術センター）× Tellus



Tellus Marketを
準備予定
（ 2019年度）







「xData Alliance」は、「Tellus」の開発への貢献と利用促進を目的として組成しました。

リーダーには東京大学 空間情報科学研究センター 教授の柴崎 亮介氏が就任し、宇宙産業関連企業を含めた21の事業者・

研究機関・団体で開始しました。

各メンバーは、現在行っている事業の知見を生かし、主にユーザーの視点からの提言（プラットフォームの使いやすさ向

上のための提言など）を通じて、「Tellus」の開発に貢献します。

利用促進においては、全国各地でデータサイエンティストを対象としたセミナーやコンテストの開催、衛星データと組み

合せるさまざまな地上空間情報の収集、ウェブでの情報提供などを実施予定です。

Tellusを推進する、xData Alliance



「Tellus」の開発への貢献と利用促進などを
目的として組成したパートナーシップ

事業委託 適正な運営監視

アドバイザリー委員会

xData Alliance運営体制

政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業

仕様策定
開発・運用事業化



ビジネス開発領域 競争促進・人材育成領域 インフラ領域 投資領域

防災・セキュリティ領域

データ収集領域データ利活用領域

「Tellus」の開発への貢献と利用促進などを
目的として組成したパートナーシップ

xDate Alliance参加機関一覧



民間企業等で広がる衛星データを活用した新たな取組例

衛星データを利用して植生や土壌などの地表面を検証することで、
営農による変化量や効果量を数値化する技術を研究中。
これまで衛星データにはなかった物理量を見える化し、
独自の営農指標、データシェアリング、信用スコアリングに活かす予定

農業



民間企業等で広がる衛星データを活用した新たな取組例

メタップスの佐藤航陽CEOが提唱・企画中のプロジェクト。
衛星データを用いて、仮想の地球を創り出し、GPSの位置情報に紐付いて
トークンを獲得できる仕組み
（現実世界での経済が発展していない地域ほどトークンが獲得しやすい）
また、トークンを特定の地域に埋蔵することにより人を呼び込み、
地域経済活性化への活用も検討。

仮想地球プロジェクト

（エクサ）

（出典）「Create Another Earth 仮想地球プロジェクト『EXA』の概要」



民間企業等で広がる衛星データを活用した新たな取組例

「SHARP 8K Lab」で培った超解像と呼ばれるデジタル画像のアップコ
ンバージョン技術とAIを活用し、衛星画像データを高解像度な画像に変
換できます。
これにより、Tellusをより使い易く、より新たなビジネスを創出し易く
します。

画像解析




